ショウガッコウ ガイコクゴ カツドウ デノ タイケン オ フマエタ チュウガッコウ エイゴ ノ ジュギョウ ズクリ ニ ムケテ : ゲンゴ ノ シヨウ バメン ト ゲンゴ ノ ハタラキ オ クリカエシ ハッテンテキ ニ アツカウ ガクシュウ カツドウ オ オコナウ タメノ カンテン ノ チュウシュツ by 荒井  俊悦
小学校外国語活動での体験を踏まえた中学校英語の授業づくりに向けて
一言語の使用場面と言語の働きを繰り返し・発展的に扱う学習活動を行うための観点の抽出一
学習開発コース (12220905) 荒井俊悦
本研究では，小学校外国語活動を踏まえた中学校英語の授業を行うにあたり， r言語の使
用場面j と 「言語の働きJに焦点をあてて繰り返し ・発展的な学習活動を行うことで，文
法や単語の理解・ 定着，表現技能の向上へとつながる授業づくりを目指すことである。先
行研究からの知見及び実践の考察から、結果として「言語の使用場面jと「言語の働きj
を繰り返し ・発展的に扱う学習活動を取り入れた授業づくりの際に教師が意識するべき観
点が得られた。
[キー ワー ド]小学校外国語活動，中学校英語，繰り返し ・発展的学習活動，言語の使用場面 ・働き
1 問題の所在と方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
平成20年の学習指導要領改訂によって，平成
23年度より外国語活動が全国の公立小学校で完
全実施された。外国語活動は外国語に親しむこと
に重点が置かれている。中学校英語の前倒しでは
なく，児童に対して言語材料の理解・定着は求め
られていない。
一方，中学校段階では言語材料の理解・定着が
求められるようになる。そのことが原因のーっと
なって，英語に苦手意識を抱く生徒が多くなって
いると考えられる。それまで外国語の音声や基本
的な表現に親しむ程度しか求められていなかった
が，中学校からはそれらの理解と定着が求められ
るよ うになり，子どもたちは負担に感じてしまう。
ベネッセ (2009)では，小学校で、の外国語活動に
対しては肯定的な感情を抱いている児童は多いが，
中学校の英語に対しては，苦手意識を持っている
生徒が多いことを示している。英語(の苦手意識
を持っている生徒は，必然的に英語授業内での活
動に対して消極的になってしまう。
その現状を踏まえ，小学校外国語活動で、培われ
た英語活動への積極的な態度を，中学校でも伸ば
すことができる授業を行うべきである。そのため
には，生徒が外国語活動でどのようなことを体験
しているのか見極め，繰り返し・ 発展的に中学校
英語の学習を進めることが重要である。繰り返
し・発展的に学習していくことで， 生徒は， r前に
やったことがあるJ，rできるJ，と実感する機会が
増え，英語への学習意欲を高めていくことが期待
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できる。
しかし，中学校では外国語活動でどのよ うなこ
とが行われているのかが十分に把握されておらず，
意識的に外国語活動での内容を踏まえた授業を行
うまでに至っていない現状がある。
(2) 研究の目的と方法
本研究の目的は，外国語活動を踏まえた中学校
英語の授業を行うにあたり， r言語の使用場面」と
「言語の働き」に焦点をあてて繰り返し・発展的
学習活動を行うことで，文法や単語の理解・定着，
表現技能の向上へとつながる授業づくりを目指す
ことである。
研究の方法は，まず，現行の小学校学習指導要
領外国語活動編と，中学校学習指導要領外国語編
の比較を通して， 学習指導要領聞での 「言語の使
用場面j・「言語の働きjの関係性を整理すること
である。次に先行研究から得られる観点を整理す
る。その後，生徒が外国語活動で体験した「言語
の使用場面J• r言語の働きJと，中学校英語で扱
われる「言語の使用場面j・「言語の働き」のつな
がりという観点から教職専門実習 Iでの実践を振
り返り，そのつながりを活用して繰り返し・ 発展
的学習活動を行うための観点の抽出を行う。
2 先行研究が示す観点
(1) 学習指導要領上のつながり
平成 20年の改訂で，中学校学習指導要領外国
語編の各学年における指導上の配慮事項には， r言
語の使用場面jや「言語の働きjに配慮した言語
活動を行うよう記された。第1学年時の指導上の
配慮事項には，小学校の外国語活動を踏まえて指導
を行うよう配慮することが記されている(表1)。
表1
(ア)第1学年における言語活動
小学校における外国語活動を通じて音声面を中心とし
たコミュニケーションに対する積極的な態度などの一定
の素地が育成されることを踏まえ、身近な言語の使用場面
や討否の働きに配慮した言語活動を行わせること。(以下
略)
(2) I言語の使用場面」の繰り返しと発展
言語を学習する際には，現実に即した「言語の
使用場面」の設定を行う。小学校学習指導要領外
国語活動編と中学校学習指導要領外国語編に記載
されている 「言語の使用場面jの一部を表2に整
理した。「自己紹介」や「道案内」などは繰り返し
扱われている「言語の使用場面Jである。「旅行j
や 「電話での応答Jなどは新たに追加されている
ものである。多くの「言語の使用場面」を扱うと
いう点で3 中学校英語では外国語活動よりも発展
的に場面を扱っていると言える。
表2. r言語の使用場面」の比較
(3) I言語の働き」の繰り返しと発展
場面の中で使用される英文には， 一つひとつ
「働きJがある。中学校学習指導要領土に記載さ
れている「道案内jを取り上げて例を示す。
A: Excuse me. ① 
Is there a post office around here? ② 
B: Let' s se.③ 
Wa1k a10ng this street and turn right at the 
next corner.④ 
You' 1 find it on your 1eft.⑤ 
①は「呼び掛けるJ，②は「尋ねるJ，③は「聞を
つなぐJ，④は「指示するJ，⑤は「情報を伝える」
というように，それぞれ「働きJを持っている。
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表3には，小学校学習指導要領外国語活動編と中
学校学習指導要領外国語編に記載されている「言
語の働きjの例を整理した。中学校学習指導要領
外国語編では，小学校学習指導要領外国語活動編
の言語の働き」を細分化して示している。この中
には，外国語活動で使用されているものと，新たに
加えられているものがある。
表3. r言語の働き」の比較
小学校外国語活動 中学校英語
|相円手3骨とにのす関る係を コミユーケーーシヨンを円滑(:::::する
日乎tf.ヵ、Iナる 聞き直す
相づちをうつ 繰り返す
気持ちを伝える 気持ちを伝える
ヰしを昌う 獲める
苦情を言う 謝る
事 実を伝える 情報をイ云える
説明する 発表する
幸良告壬サー る 描写する
考えや意図を伝える 考えや意図を伝える
申し出る 賛成する
約束する 反対する
意見を言う 承諾する
断る
相手の行動を促す 相手の行動を促す
質問する 招待する
依頼する
また，同じ働きを有する英文でも中学校英語で
は外国語活動よりも発展的に表現されている。中
学校学習指導要領上の「道案内」と，小学校学習
指導要領外国語編の「道案内」を比較する。以下
は小学校学習指導要領外国語活動編で、記載されて
いる「道案内」である。
A: Where is the post office?⑥ 
B: Go straight. Turn 1eft.⑦ 
②と⑥，④と⑦は，それぞれ同様の「言語の働き」
を有する。このように，同じ働きを有する英文で
も，中学校指導要領外国語編では構文が複雑化し
ている
(2) I言語の使用場面jと「言語の働きjを意識し
た小・中の連携について
京都市総合教育センターは，平成18年度から平
成 20年度にかけて小学校外国語活動と中学校英
語の連携について研究を行っている。平成18年度
には，連携を行う上で留意すべき 3つの観点を示
した。 一つ目は小学j交外国語活動で身についたこ
とを活かす，二つ目はつまずきに対する支援を事
前に準備する， 三つ目は自己表現活動を大切にす
る，である。平成20年度には， I言語の使用場面」
と「言語の働きJを構成要素と したタスク活動を
取り入れたカリキュラムを提案している。タスク
活動とは，現実社会での苛酎吏用を学習者に教室
内でシミュレーション的に疑似体験させる言語活
動(高島 2005)である。
谷口 (2011)は，小学校で学んだ内容を中学校で、
文法として教える際の工夫について述べている。
「コミュニケーションの楽しさと文法の理解・定
着を両立させ，相乗させていくことが小・中の連
携を考えるうえで大切になるj(pp.29)。外国語活
動と中判交の「言語の使用場面」・「言語の働きJ
における関連づけをして，それぞれの文法が必然
的に選択されて使用される場面をからめて「形j，
「意味j，I使用Jの三位一体の指導をすべきだと
している。また，一度学習したことを何度も繰り
返して扱うような授業づくりを行うことも提案し
ている。
酒井(2012)は，小学校で学んだ事項を「場面」
や「働き」に着目して中学校で学習することを提
案している。英語ノートで既に触れている「自己
紹介」や「道案内Jという場面を，より正確で，
より適切で，より自然なコミュニケ ションの仕
方で学ぶことができるように中学校で工夫する必
要があるとしている。
以上，これらの先行研究から，小学校で、体験し
た「言語の使用場面J・「言語の働き」を踏まえた
中学校での授業づくりをする上で留意すべき三つ
の観点が抽出された。一つ目はつまずきに対する
事前の支援，二つ目は自己表現活動を大切にする，
三つ目はタスク活動を取り入れた授業である。
3 実践の考察から得られる観点
(1) 教職専門実習 Iの実践
実習先である山形県X中学校で筆者は， 2学年
を担当した。 担当した単元は，星新一の『新発明
のマクラ』が原作のリーディング素材 (Sunshine
English Course2， Program4 ThθPillorのである。
この単元は，既習文法事項(現在形，過去形，未
来表現のwill，可能の can)を繰り返し学ぶとと
もに，新出単語を学習していく単元であることか
ら，繰り返し・発展的な学習活動を行う上で留意
すべき観点が得られると考える。
実践で、は二つの表現活動を行ったO 一つ目は，
登場人物になりきって，英語ができたらどのよう
なことをするのか willを必ず一回は用いて表現
してベアで発表しあう活動である。二つ目は，夢
のような機能を持った道具を考え，その説明を英
語で書いてグループ内で発表しあう活動である。
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この活動に関して，自由記述形式で行うのは難し
いと判断し，フォーマットを与えて括弧内を英語
で表現させた。フォーマットを用いないで、書きた
い生徒の為に，自由記述欄も設けた。生徒が書い
た英文は筆者と ALTが添削を行ったO
(2) 実践の結果
一つ目の表現活動に関して，英文を書く過程で
表現の仕方が分からなくなった際には，辞書で調
べたり，筆者やALTに積極的に尋ねたりする生徒
が多く見られた。周りの生徒に聞く生徒，黙々と
書き続ける生徒も見られた。 海外旅行をするとい
った文章や，海外の有名人と楽しいひと時を過ご
すといった文章を主に見ることができた。
二つ目の表現活動では，自分が望む機能を持っ
た発明品を考えた生徒が多かった(必ず早起きが
できる時計，早く走ることができる靴など)。少数
ではあったが， I若返るが，赤ちゃんまで、戻ってし
まうライト」や， I食べれば中身を覚えられるが，
1ページあたり 500キロカロリーある辞書Jなど，
本文の内容に即してユーモアに富んだ説明文を考
えていた生徒や，発表の際に相手に伝わりやすい
ように難しい単語は使わずえ簡潔に示そうとする生
徒も見受けられた。
(3) 表現活動における「言語の使用場面j I言語
の働きJのつながりに関する考察
言語材料の willは英語ノートでは扱われてい
なかったO しかし，生徒たちは前単元で既に学習
している。その時の教科書中の場面設定は， I予定
や計画について紹介するJとなっている。「言語の
働き」としては，学習指導要領上の「発表する」
などに当てはまるものと考えられる。一つ目の自
分の行う予定について表現する活動は，予定や計
画を紹介する・伝えるという点で，前単元で既習
の「言語の使用場面」・「言語の働きJを繰り返し
扱い，新たな表現を用いながら発展的に行ったも
のと考えられる。
canは，英語ノート 2 (小学校6年生対象)と
中学1年教科書中に登場している。それぞれの「言
語の使用場面」としては， I自分ができることを紹
介j，I文化を紹介」とし1った「紹介する」場面と
なっている。「言語の働き」としては，学習指導要
領上の「事実・情報を伝えるj，I発表をするJな
どに当てはまるであろう。二つ目の自らが考えた
発明を英語で考え，他者へ伝える活動は，他者へ
紹介・発表する点で，上述した一つ目の活動と同
様に，既習の「言語の使用場面」・「言語の働き」
を繰り返し扱い，新たな表現を用いながら発展的
に行ったもので、あると考えられる。
(4)生徒の活動への取り組み姿勢に関する考察
二つの表現活動では，生徒たちが教師やALTに
尋ねたり，辞書を用いたりして積極的に表現の仕
方を模索していた様子や，自分の計画や予定，発
明品が相手に伝わるよう表現を簡潔にするなどし
て工夫する様子が見られた。この姿勢は， 二つの
表現活動が， ~.英語ノート』及び中学校 1 年時教科
書での学習活動ι「言語の使用場面j・「言語の働
きJにおいてつながりがあったからで、はないかと
考えられる。すなわち，ある文法事項を同様の場
面設定のなかで繰り返し扱うことによって文法は
定着し始め，次第に生徒たちの意識は，文法事項
から，表現する内容や，表現の仕方への探究へと
向けられるようになったと考えられる。
(5) 実践から得られた繰り返し・発展的な学習活
動を行うための観点
実践での，学習活動では「言語の使用場面」・「言
語の働き」におけるつながりが見られた。しかし，
教科書では必ずしも以前触れた「言語の使用場
面j・「言語の働き」を繰り返し・発展的に扱う学
習活動を行うようには編集されていない。そのこ
とから，以下の観点に留意すべきである。第一に，
教師側で「意図的」かっ「計画的」に，以前扱っ
た「言語の使用場面Jにつながりを持った学習活
動を実践する必要がある。その場面の中の英文が
有する「言語の働き」を，新たな言語材料を用い
て発展的に扱うことで，より多くの生徒に対して、
言語材料の理解と定着，表現技能の向上の補助と
なるだろう。第二に，配布資料等に「言語の使用
場面J・「言語の働きJのつながりを明示すること
である。生徒につながりを意識させることで，よ
り学習効果は高まるであろう。
4 到達点と課題
小学校外国語活動で、体験したことを踏まえて
中学校英語の授業づくりを行う上で，留意すべき
観点を以下の三つに整理するo 第一に，つまずき
に対する事前の支援行うことである。第二に，タ
スク活動や自己表現活動などの中に， I意図的Jか
っ「計画的Jに小学校外国語活動で、扱われている
「言語の使用場面JIこつながりを持った学習活動
を実践することである。その場面の中の英文が有
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する「言語の働き」を，新たな言語材料用いて発
展的に扱う必要がある。第三に，配布資料等に「言
語の使用場面J• I言語の働き」のつながりを明示
することである。
次年度の研究においては，今回得られた観点を
もとに授業をっくり，実践しそして結果を考察す
る。授業を行った際には，実際に生徒が「言語の
使用場面」・「言語の働き」に意識が向けられたか
どうかもアンケート等で検証する。
注
『英語ノー ト』は現在廃止され，2012年度から『品;
fn'θ'l1dsJ]が代わりに使用されているが，本研究では
『英語ノー ト』を扱う。
小学校学習指導要領外国語活動編で、は， rコミュニ
ケーションの使用場面」と「コミュニケーションの
働き」と記載されているが，中朝交学習指導要領外
国語編では， r言語の使用場面j と「言語の働きJに
名前が変更されている。中身に違いがないことから
本研究では後者に統ーして記載している。
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